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近代ドイツの文筆業

一一19世紀末ドイツにおける女性文筆家団体の意義一一

前原真吾

1 女性文筆家の職業団体成立の社会的背景

ドイツ語圏における歴史上初の女性文筆家の職業団体は、 1885年にオーストリアの首都

ウィーンを本部として設立された「女性文筆家・女性芸術家協会J(Verein der Schrift-

stellerinnen und Kunstlerinnen:以下VSiKと略記)である。それ以前のドイツ語圏の諸

国家(ドイツ、オーストリアおよびスイス)には、女性文筆家たちを「文筆家 (Schriftsteller)

であること」を基礎としてひとつに統合し、女性文筆家が直面していた諸問題の解決にあ

たることをめざした組織や団体は存在しなかった。またVSiKは、中上流階級の女性の

広域的な職業団体としては最も早い段階で結成された組織であった1)。

ドイツ語圏全体の女性文筆家・芸術家を対象とするこの組織VSiKが設立された当

時、男性の文筆家やジャーナリストを中心としたドイツの文筆業の世界は、 ドイツ帝国成

立後の1870年代に進行した製紙・印刷・製本・流通業界における技術革新やいくつかの法

制度改革、教育環境の改善等によって達成された出版産業、書籍産業の興隆を背景にヘ

みずからをひとつの自立した市民的職業領域として確立することに尽力していた。その活

動は、一方では、職業文筆家を養成するための高等教育機関や文筆業を管轄する専門省庁

の設立、国家試験によって裏付けられた職業資格制度の確立、さらには適正な法定報酬額

の設置といった要請を打ち出すことにより、他の知的職業において達成されつつあった職

業の国制化もしくは専門職化をめざす運動であったにまた他方では、出版企業や書籍商、

仲介事務所などによる詐欺や搾取の被害から文筆家たちを防ぎ、文筆家の経済的利益を保

護することが、そして経済的に困窮した文筆家を救済するための扶助基金制度を確立する

ことが声高に訴えられていた九あるいはまた、職業文筆家の活動領域を侵食していた非

職業的文筆家(ディレッタント)や、剰窃や盗作など文筆家の肩書きにふさわしくない不

名誉な行為におよんだ人物たちを「文筆家という名誉ある身分」から追放することによっ

て、文筆家身分の社会的地位の向上をはかることも目論まれていた九

男性の職業文筆家を中心として進められたこの職業身分の確立を求める運動の方向性に

ついては、例えば、有力な職業文筆家の結集をめざして1878年にドイツ初の全国組織とし

て設立された「全ドイツ文筆家連盟J(Allgemeiner Deutscher Schri食steller-Verband :以下A

DSVと略記)や「ドイツ文筆家会議」において6)、またそのADSV設立と連動しつつ

職業文筆家の意識改革をめざして1878年に創刊されたドイツ語圏初の文筆家の開業者年鑑

『全ドイツ文学カレンダーj](>>Allgemeiner Deutscher Literaturkalendef(()によってヘある
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いは文筆家やジャーナリストをめぐるさまざまな職業問題を提起し議論しあうための媒体

として 1885 年に創刊された文筆業の業界紙『ドイツ文筆家新聞~ (>>Deutsche 

Schriftsteller-Zeitung(()によって、さらには文筆家の経済的利益の保護と救済を前面に押し

出してADSVから分裂した新組織「ドイツ文筆家協会J(Deutscher Schriftsteller Verein : 

以下DSchVと略記)の結成において確認することができるヘドイツ語圏における最

初の女性文筆家の職業団体VSiKは、こうした男性文筆家たちによる精力的な身分確立

運動のさなかに結成された組織であった。また実際lこVS i K創設の契機となったのは、

男性文筆家たちによる組織的な活動がもたらした状況の変化であった。したがって、女性

文筆家たちが最初の職業団体の創設を試みたさい、その活動の方向性は1880年代当時の男

性文筆家たちが抱いていた文筆家の職業理念や身分確立運動の理念によって強い影響を受

けることになった。

しかしながら、 ドイツの女性文筆家たちには、男性の文筆家とは異なる独自の社会的問

題も存在していた。それは女性文筆家の問題というよりも、むしろ女性文筆家の大多数を

輩出した市民的中間層や上層身分に属する女性たちに特有の問題であった。そしてそれは、

男性文筆家たちの多方面にわたる身分確立の活動以上に、女性の文筆家団体の性格形成に

さいして深い次元において作用した問題で、あった。簡潔な言葉で表現するならば、その問

題とは、近代ドイツにおいて中上流階級の女性たちが置かれていた社会的地位である。つ

まり、 19世紀後半のドイツの女性とは、自身の財産を所有する権利を与えられず、男性に

とって一般的であった多くの市民的職業への就業を禁じられ、またそうした職業に就くた

めの高等教育を受けることさえも認められていない存在で、あった。中上流階級の女性たち

は職業を通じた社会的活動の機会を奪われており、女性が社会的に自立した存在になるこ

とを容認しえないような社会規範や、女性が働くことを恥とみなす価値観を基盤とする社

会の中で、経済力ある夫や父親などの男性によって庇護されるべき対象として生きていた

のであるに

このような19世紀後半ドイツの社会において、中上流階層の女性たちに求められたのは

「内面の豊かさよりも外見J川であり、みずから手を汚して働かなくとも豊かな生活を享

受できることを誇示する存在、すなわち、夫や父親の社会的威信を外面的に誇示するシン

ボルである「無為の貴婦人」となる一一あるいはそれを装う一一ことであった 11)。またこ

うした無為や有閑の状態は、社会的な慈善活動に積極的に参加する姿勢と表裏をなしてい

た。慈善や社会奉仕の活動は「市民層の女性にとって家庭外での身分に適した唯一の活動

であり、公共心を意園的に示す良い機会であると同時に、体面誇示の場でもあったJI句通

らである。だがその一方で、、こうした慈善活動の「より本質的な効果は、無為を宣告され

ている市民層や貴族の女性にとっての一種の精神的治療活動J1:;)としづ逆説的な点にあっ

た。
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ただし、無為や有閑が社会規範として女性の活動領域に制限を加えていたとはいえ、妻

や娘たちが現実に有閑生活に浸ることができたのは、実際には一部の上層身分においての

みであった。経済的余裕のない中間層では、夫や父親のそれほど多くはない収入をやり繰

りして「無為の貴婦人」として一家の外面を保つため、妻や娘たちが家事労働を負担して

使用人の数をできるだけ減らし、また家計を助けるため密かに裁縫などの内職にいそしま

ねばならなかったのである。強要された有閑もそうであったが、それと同時に、こうした

規範と実情との事離した状態もまた女性たちにとって大きな精神的負担であった。

これに加えて問題であったのは、「無為の貴婦人」が全面的に男性の経済力に依存して

いた点である。父親や夫の傷病や死亡などによって、あるいは彼らの事業失敗や失業、失

職などによって一家の収入基盤が崩壊すると、女性たちが被る悲劇lはたんに「無為の貴婦

人」の体面保持が不可能になることだけではすまなかった。庇護者である男性の経済力喪

失は、「女性は働くものではなし、」とされ淑女として無為な生活を送ることを強いられて

育った結果、就業の意志も機会も持つことができずに生活能力を欠いた女性たちにとって、

まさに生きていくこと自体の否定にさえつながったからであるヘ

女性文筆家の職業団体が結成されたのは、一部の市民層の女性たちのあいだで女性問題

に対する関心が高まり、このように強制された「無為」な生活に抵抗して女性の教育制度

と正規の就業権の確立、つまりは女性の社会的自立という要求を掲げた「女性解放運動」

が起こってきた時代であった。それゆえ、女性文筆家の最初の組織である VSiKや、そ

の後 1896年にベルリンを中心として結成された「ドイツ女性文筆家同盟J(Deutscher 

Schriftstellerinnenbund) には、明らかにこうした解放運動がめざした方向の延長線上に位

置づけうるいくつかの特徴が見られるのである。そしてそれらの特徴は、職業身分の確立

をめざした同時代の男性文筆家たちの活動以上に、女性の組織の性格を形成する重要な要

因となっているのである。しかしながら、実はこうしたことだけが女性文筆家団体の性格

を構成する要素というわけで、はなかった。これら女性文筆家の組織は、本当のところ、ほ

とんどすべての女性文筆家を輩出した社会階層の規範である「無為の貴婦人」としづ存在

様態を肯定するような特徴をもまた同時に兼ね備えていた。しかもそれは、市民階層から

始まった女性解放運動と同様に、女性文筆家団体の本質的部分を構成する要素であった。

このように、近代ドイツの女性文筆家の職業団体とは、その時代の特徴として観察しう

るようなさまざまな歴史的・社会的要因の交差する点上において成立をみた組織であっ

た。本研究では、上述した中上流階層の女性をめぐる社会状況を背景としながら、また男

性文筆家との相克や価値観のずれにも配慮しつつ、こうした女性文筆家団体の活動様態と

その組織形成の意義について検討を加えてし、く。
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2. 最初の組織「女性文筆家・女性芸術家協会VS i KJの結成

2 -1 19世紀後半における女性文筆家の状況

19世紀後半のドイツにおける女性の社会進出は、 1871年の帝国成立以後、社会の近代化

とともに少しずつ進展していた。女性の教育環境も改善され始めていた。とはいえ、 1880

年代にいたるまで一般的に女性がギムナジウムに進学することはほとんどなく、また大学

まで進学できた女性はさらに稀有な存在であった。そもそも 19世紀には、 ドイツ帝国の成

立後でも、依然として女性がギムナジウムに入学することさえ禁止されている地域が存在

した。これに加えて、女性がドイツ語圏内で正式に大学教育を受けるためには国境を越え

たスイスの大学への留学しか方法がなかったへしたがって、女性の教育は総じて女子中

等学校や師範学校、もしくは個人的な家庭教師の形態に限定されていたのである。この時

代に文筆家として活動した女性の場合も概して状況は同様であった。

ヴアルター・キリー (Walther Killy)編纂の『文学事典Jl1勺こは、 1801~70年の聞に生

まれて1878年以降の時代にドイツ語圏で活動していた女性文筆家107人の経歴が記載され

ている。その女性文筆家107人のうち、学識者、すなわち大学教育を受けた、もしくは受

ける資格を取得したと判断しうる人物は、わずか10人(約9%) でしかない。そして、そ

の10人全員が1850年以後に生まれた女性であり、さらにそのうち 8人は1860年以後に生ま

れている。男性文筆家の場合、同じ『文学事典』に記載された同年代の512人のうち388人

(約76%) が学識者であった(詳細については下記の表 1、表 2を参照)。こうした高等

教育機関への進学率の男女差からもうかがえるように、当時の女性の社会進出度は、若干

の上昇傾向を示しているとはいえ、全般的にきわめて低かった。

*学歴は大学教育資格の有無を基準として以下の 3項目で区分した:

1)アピトゥア合格もしくは大学教育あり
2) その他の教育課程(家庭教師、教員学校、女子中等学校など)
3) 不明もしくは教育なし
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このように女性に対して制限されていた教育環境は、一方では、男性がギムナジウムや

総合大学において獲得できたような知的教養や論理性、合理的思考力を培う機会を女性に

与えないままにすると同時に、他方では、男性とは理性的、省察的、能動的で自由な存在

であり、逆(こ女性は非理性的、情動的、受動的であって、家庭という限定された圏域にお

いてのみ活動する存在であるという 18世紀後半以来の伝統的な男女の規範像を、 19世紀後

半においてさらに増強することにもつながった。創作文芸(ポエジー)との関連でいうな

らば、 19世紀中盤には「ロマン主義以降、ポエジーとは理性が働かないところでものを言

うものだ、という見解が広まった。そして社会的に…・・女性の本質的特性であるとされた

のは、まさにその非理性、無分別という性質であった。……女性はポエジーを体現する存

在と見なされたJ17，のである。

しかも、女性は非理性的であり、よって生来的に詩的存在であるというこの社会通念は、

女性がポエジー=創作文芸を芸術として実践することに適しているという理解にはつなが

らなかった。むしろ逆に、存在それ自身がポエジーである女性には、自身の創作物を理性

的な目で捉え直すことができず、したがって、創造の質を芸術の域にまで高めることはで

きないと見なされた。そして知的教養や合理性をもたない「女性の創作文芸は、ディレツ

タント的であり、楽しみで書いているのであり、せいぜい技巧を凝らしたりはしてみても、

詩的省察がともなわれておらず、芸術 (K叩 st) とは無縁なものなのである」凶といった

批判が行なわれ、その結果、「こうした批判に甘んずることを良しとしない女流作者たち

を苦しめJIゆ)ることにつながった。つまり、女性文筆家が匿名ではなく女性であることを

明らかにして白身の著作を出版しようとすると、別の人聞が出版契約の責任を引き受けた

り、著作の内容を修正してあげようなどと川、らぬ善意の申し出」をされたり、原稿がぞ

んざいに扱われたりしたのである乱。

2-2 VSiKの結成

このような状況の改善を要求する女性文筆家たちが、具体的な行動をともなって出現し

てきたのは、男性中心の組織ADSVが職業身分に関する文筆家たちの見解相違に端を発

した内紛により、分裂問題に直面していた1880年代中盤のことであった。 1885年、創刊さ

れたばかりのドイツの文筆家の業界紙『ドイツ文筆家新聞J第 2号紙上に、女性文筆家の

ための専門の職業団体結成の必要性を訴える論説が掲載されたのである。筆者はウィーン

在住の小説家イーダ・パーパー(Ida 8arber)で、その主張の内容は次のようなものであ

った:

ドイツとオーストリアには、文章を書いて、そして この点を考慮して欲しいの

ですが一一それで得た収入によって生活している女性が約600人います。彼女たちは、

男性の同僚と比べるとまったく不遇な状況に置かれています。彼女たちは、自分が
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し、かに信頼に足る有能な人間であるかを証明しでも、またどれほど学問を修めたと

しても、そしてその空想力の翼がし、かに力強くはばたくとしても、確たる地位を得

ることはほとんどないのです。……もし、しかるべき組織が存在したならば、 ドイ

ツの女性文筆家のために年金基金を創設することも困難ではないはずです。その年

金で、彼女たちが働けなくなった場合に支援を行なったり、残された子供たちを養

育したりするのです。……自力救済の方法が、不確かで不安な未来から我々を守っ

てくれます。一人きりでは自分の弱さを感じて気力が萎えることが多くとも、高い

目標に向かつて努力している女性たち、才能ある気高い女性たちは、連帯の紳によ

って互いの理解を深めあえるでしょう。 21)

すでに全国組織ADSVが存在していたにもかかわらず、新たに女性のための文筆家協

会設立が別個に求められた背景には、既存の職業団体が女性文筆家の加入を拒んできたと

いう経緯があった。例えば、講演会や朗読会、各種の社交行事の開催とそれにともなう募

金活動によって潤沢な資金の備蓄に成功し、男性文筆家たちの交流促進や相互扶助に大い

に成果を挙げていたウィーンの地域協会「コンコーディアJ(Konkordia， 1859年創設)は、

その協会規約に女性文筆家の入会禁止を明記していた。そして、そもそも上述の訴えのき

っかけとなったのは、ウィーンの女性文筆家たちに対して門戸を閉ざしていたこの「コン

コーディア」に対する不満であった。上述の訴えのあとに続くのは:

ウィーン在住の数人の女性文筆家から、非常に恵み豊かで、あるように見えるコンコ

ーディアを手本として、 ドイツの女性文筆家のための協会を創設しようという計画

が提案されています。出)

という報告である。「恵み豊かであるように見える」という形容句は、「コンコーディア」

の内部に足を踏み入れることを許されなかった女性文筆家の精一杯の皮肉であった。

ウィーンで提案されたこの計画はすぐさま実行に移され、 1885年7月には『ドイツ文筆

家新聞」第13号紙上で新協会設立の報告が行なわれた:2:1 すでに本稿冒頭で述べたように、

このとき創設された組織の名称は「女性文筆家・女性芸術家協会J (Verein der 

Schriftstellerinnen und Kunstlerinnen) とされ、本部はウィーンに設置された。 VSiKは

ドイツ語圏における史上初の女性文筆家の職業組織であり、しかも「ウィーン・コンコー

ディア」のような都市を基盤とする地域協会ではなく、 ドイツ・オーストリア全領域を対

象とする組織であった。またVSiKは中上流階層の女性が結成した史上初の全国的な職

業団体でもあったc このVSiKの創設は他の文筆家団体にも影響を与えた。例えば、 V

SiK結成の数ヶ月後iこ文筆家の経済的利益を代表することを目的として創設された新組

織DSchVは、このVSiK創設の報告を受けて、協会規約に女性文筆家も会員になれ

ることを明記した。少なくとも外面的には女性を受け入れる姿勢を示したのであるヘ
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2-3 VS i Kの活動目標と特徴

1885年発行の『ドイツ文学カレンダー』第8号(1886年度版)によると、同年公表され

たVSiKの活動目標は、協会規約~ 2 および~ 3において次のように設定されていた:

~ 2.協会の目的は:

a) この身分の利益を保護し促進すること、

b)援助を必要とする会員に対して、また万ーの場合には会員の遺児に対して、一

時的に支援を行なうこと、

c) 老齢、疾病あるいは他の理由により、生計を立てることがまったくできなくな

ったか、あるいは充分な収入を得ることができなくなった会員たちに対して、

継続的に支援を行なうための年金基金を設立すること。

~ 3.協会の目標は以下の方法で達成する:

a) 正会員の規約に則った業務遂行によって、

b) 賛助会員の寄付によって、

c) 協会がもっ資産の利子収入によって、

d)場合によっては寄贈、遺贈あるいはその他の資金流入によって。日)

VSiKの目標設定には、他の文筆家の職業団体 (ADS VやDSchV、およびその

後に結成された諸組織)に見られる著作権法改正や不法な海賊出版撲滅、適正な報酬契約

の締結、あるいは名誉ある職業身分の確立や非職業的文筆家の排除といった項目がない。

その代わり、援助が必要な会員に対する十分な支援の提供と、ある意味で女性文筆家相E

の助け合いを容易にするための独特な方策が盛り込まれている。それがVSiKに特有の

「寄付を行なう賛助会員」という制度である。このような会員資格の非同質性は男性文筆

家中心の職業団体には見られない要素である。

賛助会員制度の内容は、 VSiKの会員資格を規定した~ 4において、正会員、名誉会

員とともに次のように規定された:

~ 4. 協会の会員は:

a)協会のすべての権利と義務に関与する正会員、

b) 年会費の支払いによって協会の人道的目標の促進を支援するが、扶助を要求す

ることはない賛助会員、

c) 学問、芸術、文学の領域で優れた業績をあげた人物、あるいは協会を支援する

ために重要な活動をなした人物が任命される名誉会員。……

~ 5.文築家あるいはジャーナリストとしての業績を証明できる女性は、誰でも正会

員として協会に加入できる。また音楽家、画家、彫刻家として職業を営む女性

も同様である。団)

~ 4 -b) において示された、年会費を納入するだけで見返りや対価を要求しない賛助

会員に該当すると考えられるのは、次の二種類の女性文筆家である。すなわち、第一は、
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文筆業で成功して充分な資産をなしたと思われるきわめて少数の女性文筆家、第二は、裕

福な市民や貴族の家柄の人々、つまり文筆業からの収入でみずから生計を立てたり家計を

助けたりする必要のない女性文筆家である。

上記VSi Kの規定からその存在をうかがし、知ることができる、後者の富裕階層に属す

る女性文筆家の特徴、それは、先に述べた上層身分の「無為の貴婦人Jの特徴のひとつと

容易に結びつくものである。換言すると、ここにおいて「協会の人道的目標の促進を支援

する賛助会員」として規定されているのは、「無為の貴婦人」の慈善活動や社会奉仕活動

に積極的に参加するという側面である。当人の意志はどうであれ、社会規範の上ではそも

そも職業や労働と無縁の領域でしか文筆家として活動できなかった「無為の貴婦人」にと

って、 VSiKを運営する目的で、あるいは困窮状態にある職業的な女性文筆家を救済す

る目的で見返りを要求せずに寄付を行なうことは、まさに「公共心を意図的に示す良い機

会であると同時に、体面誇示の場でもあったj のである。

こうした富裕階層の女性文筆家は、 1880

年代当時、現実にはどの程度の割合で存在

していたのであろうか。ヴ、アノレター・キリ

ーの『文学事典』には、 1801~70年の聞に

生まれて1878年以降の時代にドイツ語圏で

文筆活動をしていた女性文筆家107人の簡

単な経歴が記載されている。参考までに確

認すると、これら 107人の女性文筆家のう

ち、専門職・経営者・行政官・上級将校・

土地貴族・地主など富裕階層の家庭に暮ら

したと思われる人物は、全体で68人 (63.6

%)であった。この他に、夫や父親の官職

もしくは領地などの収入源については不明

であるものの、身分の上では貴族階級に属

していた人物が10人いる。ちなみに男性文

筆家の場合、同年代の総数512人のうち、

上記の範鴎に該当する裕福な家柄の人物は

239人 (46.7%) と半数以下であった(それ

ぞれの詳細については下記の表 3、表4を

参照)。
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ロ富裕層出身
包貴族出身(富裕度は不明)
.中下層出身
口出身階層不明

1U7% 

2.1% 

8.4% 

46. 7弘

文筆家の出身階層(上:男性、下:女性)
(ヴアルター・キリー『文学事典』より)



こうした出身階層の比率の男女差に加えて、社会的に「無為の貴婦人」であることを求

められていた中上流階級の女性たちには、現実の状況として、男性のようにみずから職業

に就いて生計を立てる必然性のない場合が多かった。したがって、全体的傾向として、女

性文筆家の方が文筆業からの収入に依存する割合が低かったことは明らかである。しかし

ながらこうした数値上の傾向は、裏を返せば職業を通じた女性の社会参加が進んでいなか

った証拠であるともいえる。そしてVSiKは、そのような制限の多い社会状況の中にあ

って、文筆活動を職業として実践することで社会的に自立した存在になろうと試みていた

女性文筆家たち、何らかの理由で家計を支えるため文筆業によって稼がねばならなかった

女性たちを経済的に支援する組織でもあった。

[表 3J男性文筆家の出身社会届

生年 労働者 自営農 中間層 知的職 経営者 上級官 地主等 他貴族 不明 メEコ〉、 言ロιl 

1801-24 
0.0 0出 2.3 5拡 323.9 8出 31 37 19b 

6 11 10 2 11 1 1019 096 5.0唱 9.2% 8.4出 1. 7% 9.2略

1825-39 。 5 29 27 7 10 
9.9 4弛

。
9.49 弛 1906 0出O. 0唱 5.2% 30.2覧 28. 1首 7.3弛 10.4首 0.0出

1840-54 5 
8.8 096 

32 
18.18 0拡

9 
8.8 09b 10.10 0略 1.01 出 10.10 0目 100 0弛

5.0% 32.0% 9.0出 10 

1855-70 4 
49 6% 

73 
204.0 3覧

18 6 13 8 
132.6 2見 119007 % 2. 0出 37. 1出 9. 1見 3. 1出 6.6略 4. 1首

全体
1.9 8略 4.25 9首 3317.83 Fb 2312.2 8出 740 8拡 35 42 11 

lo5.5 796 512 0 
6.8唱 8.2拡 2. 2% 10唱

[表4J女性文筆家の出身社会層

生年 労働者 自営農 中間層 知的職 経営者 上級官 地主等 他貴族 不明 合計

1801-24 。
0.0 0略 0.0 0首 20.3 0見 13.2 396 20.3 0同 20.3 09b 132 396 13.2 3弛 1015 0目O. 0略

1825-39 
00 096 00 0出

I 
43.87 96 

4 
6. 3弛 12.2 5首 6. 3弛 0.0 0出 1016 0覧6. 3出 25.0出

1840-54 。
351 唱

5 
31.9 0出

3 
134 8首 13.4 8同 6.2 9% 3.5見 1209 0弛0.0出 17.2首 10.3弘

1855-70 
0.0 0帖 4.2 3拡

11 8 5 4 
12.6 896 10.65 % 12.6 8見 40 7 

23.4出 17.0拡 10.6% 8.5出 100略

全体
0.0 0弛 2.3 8明

17 
252.7 2% 

14 12 15 10 
8.9 4略15.9略 13. 1見 11. 2覧 14. 0出 9.4% 

本各欄の上段は該当人数を、下段はその年代の総人数に対する比率をあらわす。

出身階層は、親または後見人の職業を基準として、以下の 8項目で区分した:

1) [労働者]労働者、小作農

2) [自営農]自営農業

3) [中間層]職人、商人、会社員、中下級官吏など

4) [知的職]医師、法曹、技師、聖職者、音楽家、文筆家、上級教員など

5) [経営者]企業・工場・銀行などの経営者、管理職

6) [上級官]上級官吏、行政官、顧問官、代議員など

7) [地主等]地主、将校、収入源が明らかな貴族

8) [他貴族]収入源が不明な貴族
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2-4男性文筆家との相克

他方で、 VSiKの賛助会員となった裕福な女性の多くが文筆業での報酬を気にかける

必要のない非職業的文筆家で、あったことは、文筆業と文筆家の職業団体を考える上でも重

要な問題である。男性文築家を中心としていた職業団体では、職業文筆家の経済的利益の

保護促進が常に主要な活動目標として掲げられていた。文筆家たちは不法な出版行為によ

る被害を防ぐため、経済的利益を守るため、よりよい報酬契約を結ぶため、相互に助け合

うために組織に加入したのである。非職業的文筆家はそこではまさに排斥されるべき存在

であった。ところがVSiKでは、協会規約から明らかなように、経済的な見返りや扶助

を期待しない賛助会員の一方的な寄付によって、正会員である女性文筆家の利益が保護促

進されると規定された。男性文筆家が職業という統一的基盤の上にたって組織活動を展開

したのとは異なり、 VSiKは、いわば経済的に安定した富裕階層の非職業的文筆家から

の資金援助を基盤にして、職業文築家として活動する女性を支援する組織であった。そし

て皮肉なことに、男性文筆家の組織活動が度重なる挫折によって難航していたあいだ、こ

の女性同士の支援体制は実にうまく機能したのである。

VSiK結成時の1885年には、組織構成は寄贈者10人、賛助会員30人、正会員160人で

資産総額は1，656フローリンであったが、 1891年には寄贈者23人、名誉会員2人、賛助会員

161人、正会員68人で資産総額も 14，267フローリンになった。こうして蓄積された資産は

年金基金として活用され、 1897年には寄贈者34人、名誉会員2人、賛助会員217人、正会員

75人で資産4，017フローリン、年金基金37，068フロ}リンになっている。さらに1901年に

は寄贈者41人、名誉会員2人、賛助会員243人、正会員96人、外国会員81人で、資産は5，85

3フローリン、そして年金基金は42，130フローリンに達していたへまた、この協会構成

員の大部を非職業的文筆家が占めていたことは、協会設立当初を除いてパトロン的役割を

果たす賛助会員や寄贈者の数が常に正会員数よりも多かった(およそ 3倍)、という事実

から確認できる(一覧は下記の表5を参照)。

女性に職業文筆家が少ないという事実、文筆家連盟や文筆家協会などの職業団体に加入

する資格を有さない文筆家が多いという傾向は、 1885年にADSVから分裂したDSch

Vが創設された段階で、すでに何人かの男性文筆家によって指摘されていた。例えば『ド

イツ文筆家新聞』第15号には、才能や業績の有無にかかわらず女性文筆家は「デ、イレッタ

nu 
'aA 



ント」であるから DSchVへの加入はなるべく認めぬ方がよい、という次のような論説

が掲載された:

私は、女性に対してはもちろん非常に礼儀正しい人間であるし、また何人かのドイ

ツの女性文筆家の卓越した才能に対しては、感激して崇拝している人間でもある

一一ーしかしながら、女性文筆家のほとんどは、私が感激してしまうほどに創造的な

人間であるにもかかわらず、ともかく「女流ディレッタント」である。私は、発言

権をもっ会員が正式に提案した場合にのみ、ご婦人がたの協会への加入を認めるべ

きだと要請したい。つまり、一定の期限内に別の会員から根拠ある異議申し立てが

なされない場合のみ、ご婦人がたの協会への加入を認めるべきだと考えるのだ。こ

れで、デ、イレッタントやそれに類するものはほとんど協会に侵入できなくなるだろう

し、それは文筆家個々人にとっても名誉なことであり、また協会全体の名声もずっ

と高まるはずである。これにより、協会全体の会員数はさほど急激に増えないだろ

うが、しかしその分、我々は質のよいものになれるだろう。剖)

この当時、『ドイツ文筆家新聞』紙上では、職業文筆家の仇敵である「ディレッタント」

の正確な定義づけに対して100マルクの懸賞金が懸けられていた。そしていくつかの論説

が送られてきた結果、書いた文章が下手でも上手でも、内容がし、かなるものであっても、

それに対して報酬を得ることが責任をともなった専門職、プロフェッションとしての文筆

家の在り方であって、報酬を求めないあるいは報酬に値しないものを書くのが無責任なデ

ィレッタントである、という方向で、すでにおおよその総意がえられていた則。こうした

状況を背景とするならば、「女性文筆家は総じてディレッタントである」とする上記の論

説の主眼は、まさに女性文筆家の非職業性を指摘することにあった。だが、逆説的な見方

をするならば、そもそもこの女流ディレッタントとは、文筆活動が経済性を帯びた活動へ

と発展したのちにもまだ、中上流階級の女性は男性のように高等教育一一文筆業にもある

程度の教育が前提として必要とされる一ーを受けたり市民的職業に就いたりはしないもの

だ、という社会規範が存在していたことによって創出された否定的地位であった。いうな

れば、社会的領域での活動を占有した男性たちの手によって、文筆活動に従事する女性に

対してなかば強制的に押し付けられた地位であった。

一方、上記のような女性文筆家に関する見解表明を受けて、当時の著名な若手女性文筆

家のひとりイーダ・ボイ=エド(IdaBoy=Ed)は次のような反論を展開した。それは、も

ちろん文筆家連盟への加入を希望した女性文筆家たちの擁護を試みた内容ではあった。し

かしまた同時に、この女性文筆家の代表的人物が職業身分の問題や経済的問題にあまり縁

のない存在であったことを証明するものでもあった。すなわち、上記の意見表明では多少

の皮肉を込められた「女流ディレッタント」という表現によって、女性は一般に職業文筆

家でないことが多いとし寸事実が指摘されたが、反論者であるボイ=エドは、結局この言

葉を文筆家や芸術家としての才能の有無に関連させることしかできなかったのである.
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芸術 (Kunst) という言葉は、周知のように、する能力がある (konnen) に由来して

います。もし我々の中の誰かが相当のことをなしえるとしたら、どうしてその者か

ら芸術家の地位を剥奪したりするのでしょう。その者の芸術家連盟への参加を拒む

ことによって、まさにこのような事態が生じているのです。一・…古い連盟であれ新

しい連盟であれ、加入を提案されている女性たちを全員厳しく検査することに関し

ては、我々以上にそれを喜ばしく思い、またそれで利益を得る者は、ほかにはおり

ません。……連盟に受け入れられること、これは男性たちにとっても女性たちにと

っても、名誉を得るための目標でなければならないはずです。川)

1880年代当時の女性文筆家の多くにとって、また彼女たちの見解によると男性の文筆家

にとっても、文筆家連盟(当時のADSVおよびDS c h V) の会員とは「名誉」の肩書

きであった。イーダ・ボイ=エドに代表される女性文筆家たちにとって、こうした文筆家

連盟とし、う組織は職業上の問題、法律的・経済的問題を共同で処理する職業団体ではなく、

能力と名誉を有する人間の集団であった。

女性文筆家たちは、裕福でない同業者が引退や事故、疾病等で文筆活動から離れたとき

に必要となる年金や扶助基金の方面では、男性文筆家にはほとんど見られない奉仕的姿勢

や慈善活動の精神を発揮することによって、 VSiKのように有効な制度をもっ組織を作

り上げることができた。この組織の存在によって、女性文筆家という枠内に限ってではあ

るが、同業者が貧窮状態に陥る危険を回避する道を拓くことができた。そして女性文筆家

たちは、こうした組織を結成するという活動により、あるいは組織の存在を広告し周知さ

せることにより、 ADSVやDSchVへの加入に際して大きな制約を受けながらも、最

終的には女性文筆家の存在自体を世に示すという点で一定の成功を収めた。

しかしながら、文筆業の法律的・経済的条件の改善、すなわち職業文筆家それ自体の地

位向上という点では、すでに見たように、女性文筆家は全体として男性文筆家ほど高い危

機意識を有していなかった。このため、女性文筆家が作り上げたVSiKは、男性も含め

た職業文筆家全体の社会的地位の改善については、何ら資するところがなかったのである。

あるいは、「無為」や「有閑」を強いられ、女性の就労を恥と見なす社会規範のもとに生

きた多くの女性たちにとって、そうした職業問題の存在を明確に意識できる機会をもつこ

と自体がそもそも稀少な出来事であったともいえる。したがって、当時の女性文筆家にと

って第一に追求すべき課題とされたのは、社会全体における職業文筆家の地位向上ではな

く、より限定された領域における問題、すなわち文筆業界内部での女性文筆家の地位向上

であった。例えば、先に引用したVSiKの設立声明においては、文筆業の世界で女性文

筆家が置かれた嘆かわしい立場が次のように訴えられていた:

少なからぬ数の女性たちが、状況をしっかりわきまえたうえで、男IJの名前で世に出

ています。もっともよく読まれもっとも好まれている何人かの女性文筆家たちでさ
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え、男性名のペンネームを用いることでこの世界に登場することができたのです。 :11)

『ドイツ文学カレンダー』の1886年度版

(1885年発行)に収録された文筆家の名簿

によって、この声明が発表された当時、実

際に「別の名前で世に出て」いた女性文筆

家たちがどれほどの割合で存在していたか

を確認することができる。これによると、

記載総数8，123人のうち女性文筆家は778人、

この中で「別の名前」を用いたことがある

女性は全部で262人であった。またその中で

も、男性名のペンネームあるいは一見して

女性であると思わせないペンネーム(省略

形など)を用いた人物は192人であった。し

たがって、全体で33.7%の女性たちが本名

を隠し、さらにそのうちの73.3% (女性総

数比24.7%) が女性であることをも隠して

文筆活動に従事していたのである。上記の

ロペンネーム使用者
.本名で活動

91.1% 

回女性名ペンネーム使用者
ロ非女性名ベンネーム使用者
.本名で活動

24.7% 

ペンネーム使用者の占める割合(上男性、下・女性)
cwドイツ文学功レンダー~1886年度版より)

設立声明を発表した当のイーダ・パーパ一一一彼女はその後VSiK評議委員に就任して

し、る一一一でさえ、やはりイヴァン・パラノフ(IwanBaranow) というロシア人の男性名を

用いていた。他方の男性文筆家の場合、人名録に記載された総数7，345人のうちペンネー

ムを用いた人物は651人、わずかに8.9%であった則。

19世紀終盤のドイツやオーストリアの女性文筆家たちは、こうした不条理を強し、る状況

や社会通念の改善に精力を注いだ。代表組織VS i Kの結成は、女性文筆家の存在を世に

示し、その社会的自立を支援するための方策のひとつであった。このため出版社や仲介事

務所との契約問題、著作権法の改正、あるいは違法な複製の禁止といった要件は、とりあ

えずVSiKの関知するところで、はなかった。またこれら職業活動上の基本的要件は、当

時はDSchVなどの組織において積極的に追求されたが、女性文筆家にはこれに参与す

る余地もなかったのである。こうした状況は、のちに20世紀に入ってから活動を展開した

諸組織、例えば「全文筆家協会J(AIIgemeiner SchriftsteIler-Verein、以下ASVと略記、 19

00年創設)、あるいは「ドイツ文筆家保護連盟J(Schutzverband Deutscher SchriftsteIler、19

11年創設)などの新しい全国組織において改善された。女性文筆家を取り込んだこれらの

組織では、上述したような職業に関わる要件が男女の区別なく総合的に追求されるように

なったのである。
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「女性文筆家・女性芸術家協会VS i KJの年次報告(左欄2段目)

『ドイツ文学カレンダー』には、文学関係の各種団体から送られてきた年次報告を掲載する欄が設け

られていた。(~ドイツ文学カレンダー~ 1898年度版、 17~18頁より)
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『ドイツ女性文筆家同盟DSi Bjの広告(最上段)

こうした宣伝は、組織の存在と同時に女性文筆家の存在自体を社会的に認知させることに役立った。

r1897年4月10日創設」とあるが、これは政府に正式な認可を受けた日付。結成自体は1896年である。

(~ドイツ文学カレンダー~ 1898年度版、 1663頁より)
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3. rドイツ女性文筆家同盟J(DSiB)

女性文筆家による男女間格差是正への取り組みを背景として、 1896年にはもうひとつの

女性文筆家団体が創設された。新しい組織の名称は「ドイツ女性文筆家同盟J(Deutscher 

Schriftstellerinnenbund :以下DS Bと略記)とされ、本部はベルリンに設置された。 189

7年発行の『ドイツ文学カレンダー』第20号(1898年度版)によると、創設当初のDS

Bの活動目標は次のように設定されていた・

1) ドイツの女性たちの芸術および学問の領域へのいっそう活発な参加を促すこと。

2) 青少年向け文学に関連して、 ドイツの創作文芸を向上させ促進すること。

3) 来たるべきジャーナリスト・文筆家会議の場において、会員の文学上の利害関心

を代表すること。

4) ドイツの女性文筆家であれば、誰でも会員になることができる。川

VSiKと同様に、 DSiBも1897年から会員を扶助するための共済金庫制度を開始し

た。しかし、 DSiBの基本的な活動方針は、扶助制度を重視したVSiKとは、特に以

下の四点においてまったく異なる。第一に、 DSiBは造形芸術家や音楽家には会員資格

を認めなかった。また賛助会員のような慈善活動に類した制度は設けられなかった。第二

に、女性文筆家のための扶助制度充実よりも、「ドイツの女性」全体の文化意識向上に重

点、が置かれた。目標(1)に掲げられた「ドイツの女性たちの、芸術および学問の領域への

し、っそう活発な参加を促すこと」が重要な関心事とされた。これによって、 ドイツの女性

たちの女性文筆家に対する関心が高まることが期待できたからである。

また第三に、女性文筆家の創作活動の支援が重視された。目標 (2)で言及された青少年

向け文学は、実際に男性よりも女性の文筆家の方が多く取り組んだ創作分野であった。そ

して第四に、これがもっとも特徴的な点であるが、 DSiBは組織として積極的に男女聞

の格差解消に取り組む姿勢を示した。目標 (3)で参加表明された「来たるべきジャーナリ

スト・文筆家会議」とは、「全ドイツ・ジャーナリスト・文筆家会議J (Allgemeiner 

Deutscher Joumalisten-und Schriftstellertag) および「ドイツ・ジャーナリスト・文筆家諸協

会連盟J(Verband deutscher Joumalisten-und Schriftstellervereine) の代表者会議をさしてい

る(次頁の年表参照)ヘ女性文筆家の代表としてこれらの会議に出席し、ウィーンの「コ

ンコーディア」や各地のプレス協会、文筆家協会など男性中心の組織と同等の発言権を獲

得することが目標とされたのである。換言すると、「ジャーナリスト・文筆家会議」での

発言を通して、男性名での執筆を強いられてきた女性文筆家たちの存在を主張することが

目標とされたのである。
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[年表] ドイツ語圏で開催されたジャーナリストと文筆家の全国会議(開催年と開催地)

開催年 l 全ドイツ・ジャーナリスト・ l ドイツ・ジャーナリスト・文筆家
文筆家会議 | 諸協会連盟代表者会議

1892年 l ドレスデン

則 3年 l ミュンへン

1894年 l ハンブルク

1895年 ノ、イデルベルク ライプツイヒ

1896年 I -------------- フランクフルト

1897年 l ライブツイヒ

1898年 I ---ー一一一ー | ウィーン

1899年 l チューリヒ

1900年 I "インツ

1901年 I -------------- アイゼナハ

ω02年 l 一一一一一 | ベルリン

1903年 l 一一一一一一一一 | ミュンヘン

1904年 I -------------- グラーツ

ω05年 l 一一一一一一一一 | ダルムシュタット

1906年 l 一一一一一一 | ハンブルク

ω07年 I -------------- ドレスデン

ω08年 l 一一一一一一ー | ヴオルムス

1909年 l 一一一一一一一一 | プレスラウ

1910年 l 一一一一一一一一 | ヴュルツブルク

* r全ドイツ・ジャーナリスト・文筆家会議」とは、 ドイツ語圏の文筆家や

ジャーナリストが個々人として集まる会議で、 1892年から開始された。「ド

イツ・ジャーナリスト・文筆家諸協会連盟代表者会議」とは、「ドイツ・

ジャーナリスト・文筆家諸協会連盟」に属するドイツ語圏の各地域や都

市の文筆家協会、ジャーナリスト協会の代表者たちが集まる会議で、 189

5年から開始された。これらは1896年から1900年までの問、一年ごとにほ

ぼ交互に開催され、 1901年から1910年までは「代表者会議」のみが継続

して開催された。

こうして女性の文化意識向上と女性文筆家の地位向上を追求したDSiBは、 1898年に

組織の名称を「ドイツ女性文筆家自由連合J(Freie Vereinigung deutscher Schriftstellerinnen) 

へと変更した。そのさい、活動目標に「会員の活動や創作をドイツおよび諸外国の各都市

で認めさせることに尽力する」という項目が追加された制。この目標に沿った実際の活動

内容は、公の場で夜の朗読会を開催して女性詩人に対する注目を集め、その才能を力の及

ぶ限り支援すること、とされた。

1900年になると、この「ドイツ女性文筆家自由連合」は最初の組織名を継承した新DS

Bと現組織の名称を引き継いだ新しい「ドイツ女性文筆家自由連合」の二つに分裂した。

分裂を引き起こした直接の原因は明らかでないが、新「自由連合」と新DSiBのそれぞ
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れが掲げた目標を見ると、両者の母体となった旧組織内部における活動方針の変更がこれ

に関与していたと思われる。分裂後、新「自由連合」は各地での夜の朗読会開催などを継

続し、社会的に女性文筆家の存在を示す役割を引き受けた。一方、|日組織の大部分を引き

継いだ新DSiBの方は、活動目標を新たに「共通の利益を促進すること、会員の個人的

な交流関係を取り結ぶこと、会員の著作に関する情報を伝えること」と改正したへこれ

により、男女間格差の是正という当初の路線はまったく異なる方向へと修正された。換言

すると、 DSiBは外部へ向けて女性文筆家の存在を訴える団体から、組織内部での情報

交換や人的交流を重視する団体へと変化したのである。この間のDS i B (および新DS

i B) の会員数は、 1896年に101人、 1897年に148人、 1900年には分裂のため減少して104

人、 1901年には114人と推移している。

1900年における新DSiBのこうした方針転換の背景には、次の二つの要因が関連する

と思われる。まず第一に、 20世紀への転換期には、出版産業と書籍市場のさらなる発展、

女性の教育環境の改善とこれにともなう女性読者の急増、そしてVSiK以来の女性文筆

家の精力的活動によって、明らかに女性文筆家の社会的認知度が高まった。このため女性

の職業文筆家も増加し、文筆業界における男女間格差の解消が進行した。

第二に、 1900年には、あらゆる文筆家を会員に迎え入れる方針を打ち出した新しい組織

「全文筆家協会 (ASV)Jが成立したへ活動の基軸として文筆業の経済的側面を重視

し、出版社との契約問題や報酬額の改善に取り組むと宣言したASVであったが、実際に

は職業文筆家でなくとも加入できたし、文筆業における男女の違いはなおさら問題ではな

かった。例えば、 1911年に文筆業で十分な所得を得た文筆家であると認められたASV会

員の一覧がASV機関誌『ベンj](>>Feder<<)の誌上で発表された。ところがこれによると、

当時1，400人以上いたASV会員のうち該当者はわずかに176名であったへこのような組

織ASVの成立によって、文筆業界内での男女間格差の是正や女性文筆家の地位向上を追

求する必然性が失われた。女性文筆家が独自に組織的活動をせねばならなかった原因、す

なわち、多くの女性文筆家にとって男性中心でありかっ職業文筆家が中心であるような全

国組織への加入は困難である、という障害は、 ASVの出現によってその大部分が取り除

かれたからである。

こうして女性文筆家の存在が認知され、全国的な文筆家連盟への加入条件も男性と同等

になった状況下においては、もはや新DSiBが組織をあげて女性文筆家の存在を主張す

る必要はなく、文筆業界内での女性の地位向上という目標を組織的に追求し続ける必要も

なかった。新DSiBの方針転換は、まさに女性文筆家をめぐるこうした社会状況の変化

と連動したものであった。そして新DSiBの成立以降、 ドイツ語圏内で新たに女性文筆

家のための専門の全国組織が結成されることはなかった。
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4. まとめ一一各組織の特徴と女性文筆家の立場の変化

ここまで見てきたように、女性文筆家の二つの団体VSiKとDSiBは、それぞれの

組織が創設された時代の女性文筆家を取り巻く社会状況、とりわけ文筆業界内部における

女性文筆家の立場を明確に反映した特徴を備えていた。ウィーンでVSiKが創設された

1885年から、 1896年にベルリンでDS i Bが誕生するまでの約10年間、そしてDSiBが

「自由連合」を経て新しい巨標を掲げる組織に転換したその後の約 5年間に、女性文筆家

をめぐる状況は激しく変化した。そうした変化は、女性文筆家たちの活動によって引き起

こされたというよりも、むしろ男性文筆家を中心に構成された文筆業界全体の変動に起因

するところが大きかったし、その結果、女性文筆家の立場を劇的に改善するものでもなか

った。しかし、こうした全体的な変遷の過程で、女性文筆家が自分たちに可能な方法で組

織を構成し、会員たちを支援したこと、また限られた機会を利用して女性文筆家の存在を

社会的に主張しようと試みたことの意義は大きかった。

最初の組織VSiKは、文筆業そのものがADSVやDSchVを拠り所に市民的な知

的職業としての自立を開始した時代に創設された。このときの女性文筆家は、「中上流階

層の女性は職業活動に従事しなし、」とし、う社会規範や「女性には知的職業の前提条件であ

る高等教育を認めなし、」という社会制度のもとで、匿名あるいは男性名での活動を強いら

れていた。また、職業活動に従事していないという理由で男性文筆家を中心とする主要な

組織への加入を拒まれた女性文筆家には、それらの組織が会員たちに提供を約束した各種

の支援を受けることも許されなかった。したがってVSiKは、組織の結成によって女性

の文筆家、とりわけ職業文筆家の存在を示すこと、および、こうした職業文筆家に対して

独自に経済的支援を行なうことを自らの使命としたのである。 VSiKで実施されたその

支援は、相互扶助という形態ではなく、裕福な階層の非職業的文筆家の資金援助によって

文筆業で、の不安定な収入に頼っていた正会員の生活を支えるという、一種の慈善活動の形

態をとっていた。当時の女性文筆家の置かれた状況からして、これがおそらくもっとも有

効でありかっ自然な方法でもあった。そして、このように独特な方式を採用した扶助機関

であることが、他の組織には見られないVSiKの最大の特徴であった。

もうひとつの組織DSiBは、 ドイツ語圏の各都市、各地域において文筆家の職業団体

が相次いで結成され、またそれらの地域団体を統合する「全ドイツ・ジャーナリスト・文

筆家会議」や「ドイツ・ジャーナリスト・文筆家諸協会連盟」が活動を開始した時期に創

設された。 DSiBの主要な役割のひとつは、これらの全国組織に男性中心の地域団体と

同等の資格をもって参加することであった。ただし、 DSiBは他の組織のように「地域

の文筆家」を代表する存在としてではなく、 ドイツの「女性文筆家」を代表する存在とし

て全国組織に臨んだ。ここに初期のDSiBの本質をなす特徴が示されている。すなわち、

基本的に扶助機関としての役割を担ったVSiKとは異なり、 DSiBは、女性同士が互
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いの価値を認め合い団結することを通じて、女性文筆家を男性文筆家と同等の存在として

社会的に認知させようと尽力する組織であった。また女性文筆家の地位向上というこのD

S Bの精神は、女性全体の文化意識を向上させるとし、う公共的方面においても発揮され

た。その活動は、 DS Bが組織名を「自由連合」へと改称したさいに、 ドイツ語圏の各

都市における女性文筆家たちの朗読会の開催というかたちでさらに具体化された。そして、

女性文筆家がこのように公共の場に直接登場するという活動形態は、女性であることを秘

匠せねばならなかった状況からの脱却が急速に進み始めたことをも意味していた。

この「自由連合」から分離するかたちで新しいDSiBが誕生したのは、すべての文筆

家に対して完全に開かれた全国組織ASVがドイツで活動を開始した時期であった。そし

て、 ASVの登場により生じた状況の変化に対応して、新DS Bは女性文筆家同士の情

報交換や人的交流の場を提供するという、それまでにない新しい役割を担うこととなった。

ここにいたって、女性文筆家団体は経済的支援や一致団結、あるいは外部へ向けた権利の

主張に力を尽くす段階から、いわば相互応答の場を通して女性文筆家の質的向上をめざす

段階へと踏み出したのである。

新DSiBが女性文筆家の代表機関からこうしたフォーラム的機能を備えた組織へと発

展的変化を遂げることができたのは、 1885年にVSiKが結成されてから以後の15年間で

女性文筆家に対する社会的認知度が高まり、匿名性を強いてきた従来の状況が克服された

ためであった。 ASVのような開放的組織の出現自体も、実際にはこうした状況改善の過

程の一環として位置付けられる出来事であった。ただし、全体としての女性文筆家の社会

的地位は、この段階においてもまだ男性文筆家のそれと完全に同等で、はなかった。基本的

には、近代ドイツの社会における女性全体の立場の改善こそが女性文筆家の地位向上にと

って不可欠な前提条件だ、ったからである。そしてこの点に関していうならば、 VSiKに

始まる女性文筆家団体は何ら直接的な成果を挙げえなかった。とはいえ、もしここまでに

見てきたような女性文筆家団体の存在がなかったならば、近代ドイツの文筆業界は20世紀

に入って以後も女性文筆家に対して匿名性を強し、る抑圧的な領域であり続けたかもしれな

いのである。

5. 結論

19世紀末に結成された女性文筆家の団体は、男性中心の文筆家連盟・協会による職業身

分の確立をめざした活動、女性の社会的自立のための状況改善を求めた女性解放運動、そ

して中上流階層女性に対して慈善活動以外の社会性を容認しない社会規範、こうした社会

的要因が交錯する中で誕生した組織である。このため、すでに見たように、女性文筆家の

団体は男性中心の組織とは異なった活動目標を掲げ、異なった組織構成をもつことになっ
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た。それは、一方では女性文筆家の自立を支えようと試みながら、他方では慈善活動や社

会奉仕といった伝統的な女性の社会規範を満たし、また同時に男性文筆家と同等の地位獲

得をめざす活動でもあった。これらの相矛盾する方向の追求が19世紀末の女性文筆家団体

の本質をなす特徴で、あった。

しかしながら、こうした注目すべき特徴を備えた組織が誕生した背景には、他の職業分

野とは異なる文筆業に特有の歴史的、社会的な条件が関与していたことも忘れてはならな

い。最初の女性文筆家団体VSiKが結成された1880年代当時のドイツ・オーストリアに

おいて、文筆活動は一個の職業領域であることをようやく認知され始めた段階にあった。

文筆業に関連した法律の整備などはいまだ発展の途上にあり、その職業理念も漠然とした

ものであった。このため、男性の文筆家の中にさえ職業性・経済性をともなわない活動と

してこれを実践する人々が多数存在したのである。加えて文筆業には、他の市民的職業の

ような大学教育や国家試験を前提とする職業資格が 一部の男性文筆家たちによって強

く要請されていたにもかかわらず一一必要とされなかった。こうしたことから、他の男性

中心の市民的職業(医師、法曹、技師、官僚、上級学校教員、大学教員などの知的専門職)

と比較した場合、文筆業は能力ある女性に対してきわめて解放された職業領域であったと

さえいえるのである。女性文筆家が他の職業分野をめざした女性たちよりも早い段階で職

業団体を結成できたのは、何よりもこうした文筆業の特殊性のゆえであった。そして、 W

の特殊性もまた女性文筆家団体の本質的特徴をなす重要な要素のひとつであった。

注釈

1) 19世紀末から20世紀への転換期において「民間企業に勤務する女性事務員」という職業が

出現する以前は、文筆業や造形芸術家・音楽家などの分野を除けば、 ドイツ語簡の市民的

中間層の女性たちにとって唯一関かれていた知的な職業は、国民学校、中間学校、女学校

などの「下級教員職Jであった。社会全体の教育環境の改善とともに、これらの初等・中

等学校に勤務する女性教師の数はドイツ帝国成立以後急速に増加し、このため女性教師た

ちは最終的に全国的な職業団体「全ドイツ女性教員協会J(AlIgemeiner Deutscher Lehrerinnen・

verein)の結成にいたった。しかし、それは「女性文筆家・女性芸術家協会VSi KJ誕生

の5年後にあたる1890年であった。マクレランド，チャールズ・ E. W近代ドイツの専門職

一官吏・弁護士・医師・聖職者・教師・技術者 』晃洋書房. 1993年. 132頁参照。

ただし、都市や各地域を基盤とする女性教員協会は、 ドイツ帝国成立の数年前からすでにい

くつか創設されている。例えば「ドレスデン教育学団体J(Padagogischer Zirkel im Dresden) 

は1965年に創設され(実質的にはこれがドイツ語圏初の女性教員協会)、またベルリンでは

「ドイツ女性教員・教育者協会J(Yerein deutscher Lehrerinnen und Erzieherinnen)が1869年
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に創設されている。後者はドイツ女性解放運動の中心的組織「全ドイツ女性協会j

(AlIgemeiner deutscher Frauenverein) の提案で結成された組織である。またドイツ帝国成立

後も女性教員の地域組織は各地に相次いで、創設され、こうした動きが1890年の「全ドイツ

女性教員協会」結成にいたったのである。このような形成過程を経て出現した女性教員の

広域的組織は、当然のことながら活動内容や組織構造という点でも、本稿で取り上げた女

性文筆家の職業団体とはまったく異なっていた。初期の女性教員の職業団体については、

Kerchner， Brigi町 Berufeund Geschlecht. Frauenberu色verbandein Deutschland 1848・1908.

Vandenhoeck & Ruprecht， Go抗ingen1992， S. 74・82を参照。

2)前原真吾『近代ドイツの文筆業一一ドイツ帝国における文筆家の職業団体を中心に一一』

2001年度北海道大学博士論文， 13・37頁参照。

3) 同書42・48，110・117，133・143頁参照。

4) 同書42・60，165・181頁参照。

5) 同書175-178頁参照。

6) 同書42・46頁参照。

7) 同書110・117頁参照。

8) 同書46・48，167・175頁参照。

9) このような市民階層や貴族の女性たちに関する社会規範とは対照的に、労働者階層の女性

たちは子供時代からさまざまな仕事に就くことを余儀なくされた。学校教育や職業訓練を

受けることもなく、現金収入を得ることを目的として低賃金で働く工場労働者となること

が一般的であった。原因一美「十九世紀後半・二十世紀初頭の女たちJ201・275頁参照(川

越修他編『近代を生きる女たち一一.19世紀ドイツ社会史を読む』未来社， 1990年所収)。

また、 19世紀中盤に勃興した女性解放運動に対するドイツ帝国時代の社会全体における反

動的状況については、以下の書に詳しし、:Planert， Ute: Antifeminismus im Kaiserreich. 

Vandenhoeck & Ruprecht， Gottingen 1996 

10)原因、 179頁。

11) 田村雲供『近代ドイツ女性史一一市民社会・女性・ナショナリズム』 阿昨社， 1998年， 8 

頁。

12) 同書53頁。

13) 同書53頁。

14) こうした危機に直面した一家の例として、破産したウィーンの商人が三人の娘たち (26歳

と24歳と 14歳)と一緒に服毒自殺を図った事件が挙げられる。結婚によって夫の庇護のも

とに移るまでは、商人である父親だけが、三人の娘たちが生きていく唯一の基盤であった。

したがって父親が死んでしまうと、働いて稼ぐ能力を持たない娘たちには死ぬ以外にでき

ることが何もなかったのであるつ原因一美「十九世紀後半・二十世紀初頭の女たちJ188・18

9頁参照。また市民階級の女性が抱えた諸問題については以下の書に詳しい Frev剖， Ute: 
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FrauerトGeschichte. Zwischen bUrgerlicher Verbesserung und neuer Weiblichkeit. Neue Historische 

Bibliothek. Suhrkamp， Frankfurt a. M. 1986， bes. S. 10ι127. 

15) ドイツ帝国時代以前に存在した唯一の女性のための高等教育機関は、 1850年に開校したハ

ンブルク自由教区の女子単科大学である。学長はプレーベル幼稚園倉IJ始者の甥カール・フ

レーベルがつとめた。この大学の目的は、女性が宗派を超えて幅広くより高度な教養を身

に付けること、そして女性の本職である青少年の養育の初歩を教えることとされた。教授

された科目としては数学、教育理論、英語、地理、歴史、物理、文法、哲学入門、化学、

文学、図画、植物学、フランス語、宗教史、天文学一般、唱歌、語形論、幼稚園での実習

があり、さらに家政および簿記が寄宿舎で教えられ、貧者や病人の取り扱いも教育手段に

取り入れられていた。しかし、この女子単科大学は開校からわずか 2年後の1852年にプロ

イセン文化省によって閉校に追い込まれた。田村雲供『近代ドイツ女性史~ 109・111頁参照。

なおこのハンブルク女子単科大学の詳細については Kleinau，Elke: Bildung und Geschlecht. 

Eine Sozialgeschichte des hoheren Madchenschulwesens in Deutschland vom Vormarz bis zum 

Dritten Reich. Deutscher Studien Verlag， Weinheim 1997， S.60・95を参照。

16) Killy， Walther[Hg. J: Literatur Lexikon. Autoren und Werke deutscher Sprache. Bd. 1・15.

MUnchen 1988. 

17) Wehinger， Bru出 ilde:>>Die Frucht ist fleckig und der Spiegel凶 b的 Lyrikerinnenim 19. 

lahrhundert， S.219. ・In: GnUg， Hiltrud [Hg. J: Frauen -Literatur -Geschichte. Schreibende 

Frauen vom Mittelalter bis zur Gegenwart. 1. B. Metzler， Stu抗g創t1985， S.218・239.

18) Ebd. 

19) Ebd. 

20) Ebd 

21) Barber， Ida: Ein Verein filr Schriftstellerinnen. -In: DSZ 1. 19. 1885 Nr.2 S.43-46. 

22) Ebd. S. 46. 

23) Barber， Ida: Verein der Schriftstellerinnen und KUnstIerinnen. ーIn:DSZ 1. 19. 1885 Nr. 13 S.3 

14-315. 

24)協会規約によると、 DSchVでは女性文筆家も男性文筆家と対等な会員として迎えられ

た。しかし、代議員や書記長などといった協会の要職に就く資格は、依然として男性の文

筆家に限定されていた。前原『近代ドイツの文筆業~ 174頁参照。

25) KUrschner: Deutscher Litteratur Kalender 8. 19. 1886 S.34. 

26) KUrsc胎ler:Deutscher Litteratur Kalender 8. 19. 1886 S.34・35.

27) KUrschner: Deutscher Litteratur Kalender 8. 19. 1886 S.34; 14.1g. 1892 S.39; 20. 19. 1898 S. 

17; 24.1g.1902 S.15. 

28) Leo， W.: Herr Conrad und der Deutsche Schriftsteller-Verein. -In: DSZ 1. 19. 1885 Nr. 15 S.3 

59・361.この論説の主旨はミュンへンの文筆家M.G.コンラート (Michael Georg Conrad) 
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が自分の雑誌『社会~ (>>Die Gesellscha恥)の中で「女性文筆家の組織への加入は認めるべ

きでなしリと主張したことへの賛意である。

29)例えばDSchVの代議員であったパルドウイン・グローラーの次の論説がそうした見解

の代表である。 Groller，Balduin: Freischarler und Gratisblitzer. ーln:DSZ 1. Jg. 1885 Nr. 13 S.2 

97・301.前原『近代ドイツの文筆業~ 177・178頁参照。

30) Boy=Ed， lda: Die Schriftstellerinnen. -In: DSZ 1. Jg. 1885 Nr. 16 S. 383・384. ボイ=エドは

雑誌『社会』の寄稿者でもあった。代表作はリューベックを舞台として市民生活を描いた

『時代の男たち~ (>>Manner der Zeit<<， 1885) など。

31) Barber， Ida: Ein Verein fur Schriftstellerinnen. S.45. 女性文筆家に対する偏見や、女性が

男性名のペンネームを使って著作を出版する問題については、このあと何度も『ドイツ文

筆家新開』紙上で議論されることになった。例えば以下のような論説がある:

『ドイツにおける女性文筆家に対する偏見~ Calm， Marie: Das Vorurteil gegen die 

Schriftstellerin in Deutschland. -In: DSZ 1. Jg. 1885 Nr. 19 S.452・454.

『女性文筆家の筆名~ Hauser， Caroline: Das Pseudonym der Schriftstellerinnen. -In: DSZ 2. Jg. 

1886 Nr.44 S.484-486. 

『女性文筆家の筆名~ Klapp， A.: Das Pseudonym der Schriftstellerinnen. -In: DSZ 2. Jg. 1886 

Nr.46 S.535咽 536.

なお、これらの論説の著者はいずれも女性である。

32) Kurschner， J.・DeutscherLitteratur Kalender 8. Jg目 1886，2. Abt. S. 1・518. なお男性名、女性

名の判別については以下の書に従った・ Drosdowski，Gunther v. [Hg. J: Lexikon der 

Vomamen. DUDEN， Mannheim 1974 

33) Kurschner， J.: Deutscher Litteratur Kalender 20. Jg. 1898 S.16. 各項冒頭の数字は訳者が分

類の便宜上付加したものである。引用元の文献に番号は記載されていない。

34) 前原『近代ドイツの文筆業~ 231帽 232頁参照。

35) Kurschner: Deutscher Litter百turKalender 21. Jg. 1899 S. 14 

36) Kurschner: Deutscher Litteratur Kalender 23. Jg. 1901 S. 14. 

37) A S Vの詳細については前原『近代ドイツの文筆業~ 60・67頁参照。

38) 前原『近代ドイツの文筆業~ 61頁および以下を参照:Scheideler， Britta: Zwischen Beruf und 

Berufung. Zur Sozialgeschichte der deutschen SchriftstelIer von 1880 bis 1933， S. 99. ーIn:

Archiv fur Geschichte des Buchwesens， Bd.46. Buchhandler-Vereinigung GmbH， Frankfurt a. 
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本稿は2001年度北海道大学審査学位論文より一部を抜粋、改稿したものです。
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